
また来年じゃ
。それに、

花火大会は
９月６日（土

）に

やるんじゃょ
（P10参照

）。
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介
護
保
険
制
度
の
現
状

　

介
護
保
険
制
度
は
、
老
後
の
最
大
の

不
安
要
因
で
あ
る「
介
護
」を
社
会
全
体

で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
12
年

４
月
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
全

国
で
約
９
０
０
万
人
だ
っ
た
75
歳
以
上

の
高
齢
者
は
、
現
在
約
１
４
０
０
万
人

と
な
り
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５（
平
成
37
）年
に
は

２
０
０
０
万
人
を
突
破
し
て
、「
後
期

高
齢
者
２
０
０
０
万
人
社
会
」が
到
来

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
様
に
、
村
内
の
要
介
護
認
定
者
数

は
、
平
成
12
年
の
制
度
導
入
以
来
、
14

年
間
で
約
２･

６
倍
と
な
る
な
ど
、
大

幅
な
増
加
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

村
の
総
人
口
に
お
け
る
高
齢
者
の
割
合

も
年
々
増
え
続
け
、
平
成
27
年
に
は
村

民
の
10
人
に
１
人
が
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
う
し
た
高
齢
者
の
増
加
と
と
も

に
、
一
人
当
た
り
の
介
護
期
間
が
長
く

な
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
介
護
す
る

側
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
直
面
し
て
い

る
の
が
、介
護
保
険
制
度
の
現
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
介
護
保

険
制
度
が
目
指
す「
高
齢
者
の
尊
厳
の

保
持
」や「
自
立
支
援
」を
、
今
後
い
か

に
実
現
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
、

私
た
ち
の
社
会
全
体
に
と
っ
て
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
運
用
と
改
正　

　

介
護
保
険
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て

は
、３
年
ご
と
に
事
業
計
画
を
策
定
し
、

改
正
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
事
業
計
画
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
サ
ー
ビ
ス
費
用
見
込
み
額
に
基
づ

い
て
、
以
後
３
年
間
の
保
険
料
の
設
定

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私たちの明日を支える
介護保険制度

～～

Ｈ12

Ｈ17

Ｈ22

Ｈ27

Ｈ37

1,978人（5.8％）

2,510人（7.1％）

4,674人（13.6％）

6,012人（17％）

3,063人（8.2％）
7,643人（20.4％）

※3,995人（10.4％）
※9,016人（23.4％）

※6,003人（15.3％）
※9,745人（24.9％）

村総人口：34,333人

村総人口：35,450人

村総人口：37,438人

村総人口：※38,582人

村総人口：※39,187人

75歳以上人口

65歳以上人口

村の65歳以上･75歳以上人口の推移※は予測値

　今後、村の総人口がほぼ横ばいとなる
中、65歳以上の被保険者人口と75歳以
上の要介護人口は、一定の割合で増加す
ることが予測されています。
　このような予測に基づいて、村の実情
に合わせた独自の事業計画と「地域包括
ケアシステム」を作り上げていくことが、
求められています。

年度 村の要介護認定者数
Ｈ12 　　　 419人
Ｈ13 　　　　 528人
Ｈ14 　　　　　610人
Ｈ15 　　　　　  704人
Ｈ16 　　　　　　 775人
Ｈ17 　　　　　　　821人
Ｈ18 　　　　　　　882人
Ｈ19 　　　　　　　889人
Ｈ20 　　　　　　　 938人
Ｈ21 　　　　　　　　985人
Ｈ22 　　　　　　　　998人
Ｈ23 　　　　　　　　 1,059人
Ｈ24 　　　　　　　　 1,092人
Ｈ25 1,119人

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支

え
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と

も
な
る
介
護
保
険
制
度
で
す

が
、
限
ら
れ
た
介
護
や
医
療

の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
な

が
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
方
に
提
供
し
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　総務省の統計によれば、昨年、全国の65歳以上人口は約3189万８千人となり、初めて総人口の25パー
セントを超えました。また、介護に関する国の予算額は、現在９兆円を超えています。そこで今回は、
今後ますます重要性が増すことが見込まれる介護保険の今後について、ご紹介します。

●問い合わせ　介護福祉課介護保険室（☎282-1711 内線1162）
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　高齢者が住み慣れた地域での生活を継続でき
るように、介護･医療･生活支援･介護予防が一
体的に提供される環境をつくります。

【サービスの充実】
①在宅医療･介護連携の推進

②認知症施策の推進
③地域ケア会議の推進
④生活支援サービスの充実･強化

【重点化･効率化項目】
①全国一律の予防給付（訪問介護･通所介護）を、

市町村が取り組む地域支援事業に移行し、多
様化する。※平成29年度までに段階的に移
行する。

②特別養護老人ホームの新規入所者を、既入所
者を除き、原則として要介護３以上の方に限
定する。※要介護１･２の方でも、一定の状
況の場合には入所可能とする。

地域包括支援センター
ケアマネジャー

在宅系サービス
施設･居宅系サービス

急性期病院
リハビリ病院

自治会
高齢者クラブ
ボランティア

ＮＰＯ等

「地域包括ケアシステム」では、自宅からおお
むね30分以内で必要なサービスが提供される
日常生活圏域を、単位として想定しています。

「地域包括ケアシステム」のイメージ

住まい

かかりつけ医

通所参加

通院 相談
医療

介護

支援

予防

　介護保険料の見直しに当たっては、低所得者
の保険料軽減制度を拡充します。また、保険料
の上昇をできるだけ抑えるために、所得や資産
がある人の利用者負担の見直しを行います。

【重点化･効率化項目】
①一定以上の所得がある利用者の自己負担を引

き上げる。
②低所得の施設利用者について、食費･居住費

を補
ほ て ん

填する「補足給付」の要件に、資産（預貯
金等）を追加する。

介護保険料の推移
事業計画 事業年度 村基準月額 全国平均額
第１期 Ｈ12 ～ 14 1,940円 2,911円
第２期 Ｈ15 ～ 17 2,830円 3,293円
第３期 Ｈ18 ～ 20 3,980円 4,090円
第４期 Ｈ21 ～ 23 4,190円 4,160円
第５期 Ｈ24 ～ 26 4,960円 4,972円
第６期 Ｈ27 ～ 29 （検討中） （検討中）

－ ※Ｈ37 未定 8,200円程度

私
た
ち
の
明
日
を
支
え
る
介
護
保
険

　

平
成
27
年
度
か
ら
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
る
介
護
保
険
の
新
た
な
事
業
計
画

か
ら
、
次
の
２
つ
の
改
正
点
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

①「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」と
は
、

健
康
づ
く
り
な
ど
の
保
健
サ
ー
ビ
ス

や
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
在
宅
ケ
ア
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
介
護
を
含

む
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
、
関
係
者
が
連

携･

協
力
し
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
一
体
的
に
提
供
す
る
仕
組
み
で
す
。

こ
の
地
域
包
括
ケ
ア
は
高
齢
者
に
限
定

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
障
が
い
者
や

子
ど
も
を
含
む
地
域
の
全
て
の
住
民
の

た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
実
現
さ
れ
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
介
護
保
険
料
の
見
直
し

　

今
後
、
要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
介
護
保

険
料
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は「
持
続

可
能
な
介
護
保
険
制
度
の
確
保
」を
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
明
日
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
担
う
介
護
保
険
制
度
で
す
が
、
そ

の
運
用
を
支
え
る
の
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
力
で
す
。
今
後
と
も
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　村では、地域包括ケアシステムの構築に
向けて、平成27年度の法改正に先駆け、平
成25年度から以下の在宅医療･介護連携の推
進事業に取り組んでいます。
　○推進協議会開催
　○課題抽出アンケート実施
　○医療･介護従事者研修会実施
　○在宅医療･介護の理解を深める講演会開催
　○他職種連携仕組みづくり事業（薬剤師と
　　ケアマネジャーによる連携）

●改正点１ 「地域包括ケアシステム」の構築

●改正点２ 介護保険料の見直し
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【水痘（水ぼうそう）ワクチン】

▽水痘（水ぼうそう）にかかったことのある方は、接種の必要はありません。
▽10月１日（水）から定期予防接種になりますが、定期予防接種の対象から外れてしまうお子さん（５･

６歳）で、接種を希望し、任意（法定外）予防接種の予診票がある方は、平成27年３月31日（火）（費用
助成終了日）までに接種を済ませてください。

【成人用肺炎球菌ワクチン】

※定期予防接種の接種期限は平成27年３月31日（火）となります。
▽10月１日（水）から定期予防接種になりますが、これまでどおり任意予防接種も並行して行います。

区 分 対 象 者 接種回数

定期予防接種

１歳以上３歳未満
２回（３か月以上の間隔を置く）
▼標準的な接種期間…１歳～１歳３か月で

初回接種、初回接種後６か月で追加接種。

３歳以上５歳未満で、水痘（水ぼうそう）ワク
チン予防接種を一度も受けたことのない方

（平成26年度のみの経過措置）
１回

区 分 対 象 者 接種回数 費用
（自己負担）

定期予防接種

次の①～④のいずれかを満たし、過去に成人用肺炎球菌ワク
チン（ニューモバックスＮＰ）を接種したことのない方

①65歳（昭和24年４月２日～昭和25年４月１日生まれ）
②60歳以上65歳未満で、心臓･腎臓･呼吸器の機能またはヒ

ト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がいがある
③今年度70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳を

迎える
④101歳以上

１回 4000円

任意予防接種 70歳以上の方（２回目の方は、前回の接種から５年以上空い
ている方） 任意 4000円

※

　これまで任意（法定外）予防接種として接種費用の助成をしていた水痘（水ぼうそう）ワクチン･成人用
肺炎球菌ワクチンの予防接種が、10月１日（水）から定期（法定）予防接種になります。これにより、次
のとおり対象者や接種回数が変わりますのでお知らせします。

【問い合わせ】保健センター（☎282-2797）

10月１日（水
）から

「定期（法定）接種」と「任
意（法定外）接種」って
何が違うんだぃ？

▼「定期（法定）接種」は、国や自治体が接種を強く勧めていて、接種する
ことが法律で定められているもの▼「任意（法定外）接種」は、法律で定め
られていないため、接種義務はなく、接種については接種対象者の希望
と医師の判断によるもの――をいうのじゃ。接種後に副反応
によって健康被害が生じた場合の救済制度が異なるのじゃょ。

水痘（水ぼうそう）ワクチン･
成人用肺炎球菌ワクチン予防接種が

定期予防接種になります
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男女共同参画を推進している
企業や事業所、
店舗等を募集します！

村は、こんな企

業を応援するわ！

　このような取り組みを実施していれば、自薦他薦は問いませんの
でぜひ応募してください。応募のあった企業等には、後日、その内
容について、募集の趣旨に合致しているかを確認します。なお、合
致していると認められた企業等については「広報とうかい」などで、
取り組み事例を紹介します。

【申し込み･問い合わせ】村民相談室（☎282-1711 内線1275）備え付けの応募用紙に必要
事項を記入の上、10月20日（月）までに申し込みください。なお、応募用紙は村公式ホー
ムページからもダウンロードできます。

　現在、日本には寝たきり、認知症、虚弱等、
介護を必要とする高齢者が450万人いるといわ
れ、10年前と比べると２倍の数になっていま
す。健康長寿を目指す加齢制御医学基礎科学を
研究している白澤卓二さん（順天堂大学大学院
医学研究科加齢制御医学講座教授）が、健康長
寿やサクセスフルエイジング（年
齢とともに、老いていくことを
認識しつつ、それを受け入れな
がら社会生活にうまく適応して
豊かな老後を迎えていること）に

いつまでも若々しく生きるためのヒントをつかもう！ 「生涯学習講演会」
ついて分かりやすく講演します。
日時▼９月27日（土） 午後１時30分～３時10

分（午後０時50分受け付け開始）
場所▼東海文化センター
定員▼先着500人
演題▼「いつまでも若々しく生きるために～

100歳までボケない101の方法～」
入場料▼無料
申し込み･問い合わせ▼９月４日（木）の午前９

時以降に、茨城県水戸生涯学習センター（☎
228-1313）へ申し込みください。

□社員･職員が生き生きと働くための配慮を
している。

□育児や介護に関する休暇が取れる環境に
なっている。

□出産後も会社に戻れる配慮がある。
□出産一時金等の制度がある。
□性別に関係なく、意欲のある社員･職員に

積極的にチャンスを与えている。
□社員･職員同士の協力体制がある。
□定時退勤日等、リフレッシュのための曜

日がある。
□家族のための休みを取る制度がある（誕生

日や記念日のための休みなど）。

□職場に託児所等の保育施設がある。
□採用年齢に制限がない、定年がない。
□トイレや休憩室が男女別の部屋になって

いる。
□幼稚園や保育園における延長保育料等を

助成している。
□家族で経営しているので、家事や育児、

仕事を分担している。
□時間休を取ることができる。
□職場がバリアフリーになっている。
□パワハラ･セクハラの相談ができる環境が

ある。
　――など。

例えば…こんな取り組みをしていませんか？

「うちの会社でやって

いること、これって男

女共同参画？」など、疑

問があればお気軽にお

問い合わせください。
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●環境を考えるひとときを…環境フェスタwithキャンドルナイト

キャンドルナイトでは、配置やホルダーの装飾等が工夫されたたくさんのキャ
ンドルが並び、来場者を魅了しました。

７月26日、役場で「とうかい環境フェスタ2014withキャンドルナイト」が行
われました。これは、昨年度まで別々に実施していた２つのイベントを
同時開催したもので、今回が初の試み。環境フェスタでは、駐車場内に
設置された太陽光パネルの下を利用し、パネル展示や体験コーナー、もっ
たいないバザーなど、約30のブースが出展したほか、キャラクターによる
環境ショーも行われ、子どもから大人までエコの催しを楽しみました。ま
た、夜にはキャンドルナイトが行われ、たくさんのキャンドルに火が灯る
と、会場は一気に幻想的な雰囲気に…キャンドルのやさしい灯りを見つ
めながら、あらためて省エネの大切さを感じていた来場者たち――“見て”

“聴いて”“体験”しながら、環境について考えるひとときを過ごしました。 
環境フェスタで設けられた体験型ブース
で風力発電の仕組みを学ぶ子どもたち

７月24日、リコッティで、中学１年生を対象とした「科学者によるサイエン
ススクール」が行われました。これは、Ｊ‐ＰＡＲＣセンターや日本原子
力研究開発機構等、地元で働く研究者･科学者から、今の職に就こうと
思ったきっかけや研究内容等についての話を聴くことで、サイエンスに
対する興味や意識を高めるきっかけになればと開催されたもの。ニュー
トリノについて講義を行った多田将さん（Ｊ‐ＰＡＲＣセンター）は、「今で
こそ生活に欠かせない電子も、発見当時は何の役に立つのか分からな
かった。ニュートリノも将来、便利なものを作る技術の一つになるかもし
れない」と、その可能性を信じて研究に励んでいることを伝えました。生
徒たちは、“見えない不思議な世界”の話に、真剣に耳を傾けていました。 

●地元で働く研究者･科学者の話を聴こう！ サイエンススクール

素粒子の一つであるニュートリノの性質や
その実験施設等について講義する多田さん

７月28日、「要援護者の見守り活動に関する協定」の調印式
が役場で行われました。これは、住民と身近に接する事業
者が、配達業務や個別訪問等で、気になる点や異変を察
知した際に村に連絡をするという協定。事業者からは、「高
齢者が自宅で熱中症を起こしていた現場に遭遇したことが
ある」との声もあり、孤立することなく、安心して暮らせる
環境づくりは、ますます重要性を増しています。山田村長
は、「事業者の皆さんも村民の一人として、日々の業務で
ネットワークを構築し、要援護者の早期発見につなげてほ
しい」とあいさつし、今後の見守り活動に期待を寄せました。 

●事業者も村民！要援護者を一緒に見守ります

【「要援護者の見守り活動に関する協定」を締結した事業者】
▼一般社団法人茨城県高圧ガス保安協会水戸支部東海ガス部
会 ▼東京電力株式会社 ▼大崎データテック株式会社 ▼ヤマ
ト運輸株式会社 ▼生活クラブ生活協同組合 ▼中央労働金庫 
▼ひたちなか農業協同組合（現常陸農業協同組合） ▼株式会社
東海住宅 ▼東成プランニング株式会社 ▼三樹商事株式会社 
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お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

●９月の休日診療●

受付時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

７日（日）村立東海病院 282-2188
14日（日）東原クリニック 283-2301
15日（月）東海クリニック 283-1711
21日（日）村立東海病院 282-2188
23日（火）武藤小児クリニック 282-7722
28日（日）茨城東病院 282-1151
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼毎日…午後６時
30分～午前０時30分▼日曜日、祝日、年末･年
始（12月29日～１月３日）…午前９時～午後５時

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

問合せ ＳＣスマイルＴＯＫＡＩ事務局
（総合体育館内 ☎283-1001）

●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）

期日 場所
４日（木）総合福祉センター「絆」
11日（木）総合福祉センター「絆」
18日（木）総合福祉センター「絆」
25日（木）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～ 11時
対象 村内在住で40歳以上65歳未満の方
※初めて参加する方は、事前に申し込みください。

●９月の健康体操参加者募集●

●７月の村内交通事故発生状況●

発生件数 死者数 負傷者数

件数 15 １ 19
累計

（１月から） 114 １ 155

前年比 ＋４ ＋１ ＋14

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

●９月の住まいに関する相談●

場　所 都市政策課（役場行政棟２階）
問合せ 都市政策課（内線1247、1248）

相談日 時間 相談内容

18日（木）10:00 ～ 16:00 新築、増築、改築、耐
震診断、リフォーム等

暮
ら
し

暮
ら
し

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
！

「
放
射
線
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

食
品
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
や
、
放

射
線
の
人
体
へ
の
影
響
な
ど
、
身
近
な
疑

問
や
不
安
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

９
月
の
日
程
等
▼ 

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

費
用
▼
無
料

防
災
原
子
力
安
全
課
消
防

防
災･

原
子
力
安
全
担
当

（
内
線
１
５
１
８
）※
事
前

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

期　

日

場　
　

所

17
日（
水
）
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

24
日（
水
）
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

健
康･

医
療

「
み
ん
な
で
す
こ
や
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

期
日
▼
９
月
３
日（
水
）（
雨
天
中
止
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～（
午
前
９
時
受

け
付
け
開
始
）

集
合
場
所
▼
白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
１
時
間
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（「
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
」白
方
桜

薫
る
田
園
の
コ
ー
ス
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ

オ
ル
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

福
祉

　

村
内
在
住
で
、
家
庭
に
心
の
病
気
を

持
つ
家
族
が
い
る
方
を
対
象
に
、
懇
談

や
意
見
交
換
等
を
行

う
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

期
日
▼
９
月
19
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

な
ご
み･
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

心
の
病
気
に
つ
い
て
話
し
ま
し
ょ
う

「
家
族
交
流
会
」

　

生
き
る
こ
と
を
応
援
す
る
こ
と
、
暮
ら

し
や
す
い
地
域
を
自
ら
の
手
で
つ
く
る
こ

と
な
ど
、
最
も
自
殺
率
の
高
い
秋
田
県
の

小
さ
な
町
か
ら
始
ま
っ
た“
懐
か
し
く
て

新
し
い
”先
駆
的
な
取
り
組
み
の
記
録
映

画「
希
望
の
シ
グ
ナ
ル 

自
殺
防
止
最
前
線

か
ら
の
提
言
」を
上
映
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
９
月
19
日（
金
）

時
間
▼
午
後
６
時
～
８
時（
午
後
５
時
受

け
付
け
開
始
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
８
０
０
人

受
講
料
▼
無
料

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
座
」自
殺

対
策
の
記
録
映
画
を
上
映
し
ま
す
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●９月の健康相談●

場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）

●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

19日（金）
９:30 ～ 11:00
13:00 ～14:00

元気アップ健康相談
　（健康に関する相談）

※希望日時をご連絡
ください。

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 10日（水）
13:00 ～ 13:45

平成26年４月
生まれの子

１歳６か月児 11日（木）
13:00 ～ 13:45

平成25年２月
生まれの子

３歳児 17日（水）
13:00 ～ 13:45

平成23年７月
生まれの子

２歳半歯科 18日（木）
13:00 ～ 13:45

平成24年２月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 30日（火）
13:00 ～ 13:20

平成26年６月
生まれの子

●９月の心配ごと相談･人権相談･行政相談等●

場　所 心配ごと相談所（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）

相談日 時間 相談種別

５日（金）
10:00 ～ 12:00 弁護士による相談

（当日受け付け）

10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

12日（金）
10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談

･行政相談

13:00 ～ 15:00 行政書士による相談
（事前予約）

19日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談

26日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

毎週
月･水曜日

13:30 ～ 15:00
（祝日を除く）

心配ごと電話相談
（☎282-0917）

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 自治推進課村民相談室（内線1275）

●ニート相談（☎287-0862）

期　日 毎週月･金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～５時

●女性生活相談（☎287-0863）

期　日 毎週月･水･木曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●消費生活相談（☎287-0858）

期　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●ニート相談･女性生活相談･消費生活相談●

　

人
に
は
皆
、
人
権
が
あ
り
、
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
依
然
と
し
て
高
齢
者
や
障
が
い
者

に
対
す
る
人
権
侵
害
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
戸
地
方
法
務
局
や

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人

権
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
強
化
週
間

に
は
、
暴
行
や
虐
待
な
ど
の
人
権
侵
害
に

対
す
る
電
話
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
や
、

法
務
局
職
員
が
時
間
を
延
長
し
て
受
け
付

け
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
９
月
８
日（
月
）
～
14
日（
日
）

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
土･

日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
▼
☎

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

９
月
８
日
～
14
日
は「
高
齢
者･

障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

そ
の
他
▼
強
化
週
間
以
外
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課（
☎
227

局
９
９
１
９
）

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

期
日
▼
９
月
12
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
▼
ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館（
ひ
た

ち
な
か
市
青
葉
町
１
‐
１
）

定
員
▼
３
０
０
人
程
度

内
容
▼
演
題
…「
親
な
き
後
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
～
働
く
こ
と
が
難
し
い
お
子
さ
ん

の
い
る
家
庭
の
た
め
の
～
」 

講
師
…
畠

中
雅
子
さ
ん（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー･

働
け
な
い
子
ど
も
の
お
金

を
考
え
る
会
主
宰
）

・

９
月
５
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
電
子
メ
ー
ル
で
、
茨
城
県
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
243
局
２
８
７
０ 

244
局
６
５
５
５ 

seiho02@
pref.

ibaraki.lg.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

医
療
助
成
金
を
支
給
し
ま
す

（
特
定
疾
患･

関
節
リ
ウ
マ
チ･
精
神
疾
患
）

　

特
定
疾
患（
原
因
が
不
明
で
治
療
方
法

の
確
立
し
て
い
な
い
難
病
）の
患
者
等
の

医
療
費（
自
己
負
担
分
）を
月
額
４
０
０
０

円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
在
住
で
①
特
定
疾
患
の
治
療

を
し
て
い
る（｢

一
般
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証｣

を
お
持
ち
で
自
己
負
担
が
あ

る
）②
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
を
し
て

い
る
③
精
神
疾
患
の
治
療
を
し
て
い
る

（｢

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳｣

ま
た

は｢

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精
神
通

院
）｣

を
お
持
ち
で
自
己
負
担
が
あ
る
）

―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

必
要
書
類
▼
▽
申
請
書 

▽
医
療
機
関
の

領
収
書（
診
療
月
が
平
成
26
年
３
月
か

ら
８
月
ま
で
の
も
の
） 

▽
振
込
口
座
番

号
が
確
認
で
き
る
も
の（
通
帳
や
カ
ー

ド
） 

▽
委
任
状･

印
鑑（
振
込
口
座
が

申
請
者
本
人
名
義
で
な
い
場
合
の
み
） 

▽
①
の
方
は「
一
般
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
」、
②
の
方
は
医
師
の
診
断
書

（
過
去
に
助
成
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

方
の
み
）、
③
の
方
は「
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
」ま
た
は「
自
立
支
援

医
療
受
給
者
証
」

・

９
月
１
日（
月
）か
ら
30
日（
火
）

ま
で（
土･
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

に
、
必
要
書
類
を
お
持
ち
の
上
、
な

ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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９
月
の
日
程
等
▼

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
３
０
０
円
／
回（
昼
食
代
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
１
６
）

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
楽
楽
茶
の
間
」に
よ
る

「
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」

　

健
康
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
、
楽
し
く
仲
間
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」の
申
請
を
受
け
付
け
中

　

消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
際
し
、
非
課
税
者

や
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
的
な
措
置
と
し
て
給
付

す
る「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」の
申
請
期
限
は
、
10
月
１
日（
水
）

と
な
り
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
と
思
わ
れ

る
方（
申
請
書
は
す
で
に
送
付
済
み
）で
、

ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
必
ず

期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
▼
①「
臨
時
福
祉
給
付
金
」…

▽
申
請
書（
請
求
書
）▽
該
当
者
全
員

分
の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証･

パ
ス
ポ
ー
ト･

健
康
保
険
証
等
）の
写
し

▽
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

写
し 

②「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」…
▽
申
請
書（
請
求
書
） 

※
②
は
、

受
取
方
法
に
、
児
童
手
当
の
受
取
口
座

以
外
を
指
定
す
る
場
合
、
本
人
確
認
書

類
や
通
帳
等
の
写
し
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

そ
の
他
▼
給
付
金
が
振
り
込
ま
れ
る
ま
で

に
は
、
申
請
後
１
～
２
か
月
程
度
掛
か

り
ま
す
。

10
月
１
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
に
、
申
請
書（
請
求
書
）に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

え
て
、
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、

１
０
１
会
議
室（
役
場
議
会
棟
１
階
）へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
臨
時
給
付
金
担
当（
内
線

１
１
７
６･

１
１
７
７
）

期　

日

場　

所

２
日（
火
）
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
会
集
会
所

５
日（
金
）

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

外
宿
２
区
自
治
会
集
会
所

９
日（
火
）
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

12
日（
金
）
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

16
日（
火
）
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
会
集
会
所

19
日（
金
）

白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
岡
区
自
治
会
集
会
所

亀
下
区
自
治
会
集
会
所

中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
午
前
の
み
）

26
日（
金
）

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
宿
１
区
自
治
会
集
会
所

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

白
方
区
自
治
会
集
会
所

中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
午
後
の
み
）

「
い
ば
ら
き
高
齢
者
優
待
制
度
」の

協
賛
店
舗（
施
設
）を
募
集
し
ま
す
！

　

県
で
は
、
12
月
か
ら「
い
ば
ら
き
高
齢

者
優
待
制
度
」を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

協
賛
店
舗（
施
設
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
65
歳
以
上
の
方
が
店
舗
等
に
お

い
て
優
待
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
、
割
引

や
ポ
イ
ン
ト
加
算
等
の
優
遇
特
典
を
受

け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
協
賛
店
舗（
施
設
）

に
つ
い
て
は
、
専
用
サ
イ
ト
で
各
店
舗

（
施
設
）情
報
を
紹
介
す
る
な
ど
、
高
齢
者

に
優
し
い
店
舗（
施
設
）と
し
て
広
く
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。
優
待
内
容
は
各
店
舗
等
で
自

由
に
設
定
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

９
月
上
旬
か
ら
、
茨
城
県
長
寿

福
祉
課（
☎
301
局
３
３
２
６ 

http://
w

w
w

.pref.ibaraki.jp/bukyoku/
hoken/kofuku/kofuku.htm

）ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

百
塚
保
育
所
の
子
育
て
サ
ー
ク

ル
室
を
開
放
し
ま
す

期
日
▼
９
月
４
日（
木
）･

18
日（
木
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
百
塚
保
育
所

対
象
▼
村
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
▼
自
由
遊
び
や
読
み
聞
か
せ
な
ど

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル
、
着
替
え
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー（
百
塚
保
育
所
内 

☎

270
局
５
６
６
０
）※
事
前

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

親
子
で
遊
ぼ
う
！

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」

日
程
等
▼
９
月
11
日（
木
）…
水
遊
び 

９

月
25
日（
木
）…
リ
ズ
ム･

ふ
れ
あ
い
遊
び

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
帽
子
や
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
着

替
え
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
百
塚
保

育
所
内 

☎
270
局
５
６
６
０
）※
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

子
育
て
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

期
日
▼
９
月
６
日（
土
）

時
間
▼
午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所
▼
阿
漕
ケ
浦
公
園

そ
の
他
▼
会
場
付
近
と
各
停
留
所（
東
海

駅
東
口･

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー･

総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」）を
往
復
す
る
臨
時

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す（
片
道

１
０
０
円
／
人
、
小
学
生
以
下
無
料
）。

東
海
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局（
合

同
庁
舎
４
号
館
内 

☎
283
局
２
１
４
１
）

第
36
回「
東
海
ま
つ
り
」

花
火
大
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

「
卓
球
の
部 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
」

日
時
▼
９
月
30
日（
火
）、
10
月
３
日（
金
）

･

７
日（
火
）･

10
日（
金
）･

17
日（
金
）･

21

日（
火
）（
全
６
回
） 

午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
総
合
体
育
館

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を
含

む
）で
18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
不
可
）

定
員
▼
先
着
25
人（
最
少
催
行
人
数
15
人
）

参
加
費
▼
２
０
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
１
回

１
０
０
０
円
／
人
）を
ご
希
望
の
方
は
、

９
月
15
日（
月･

祝
）ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

・

８
月
31
日（
日
）か
ら
９
月
23
日

（
火･
祝
）ま
で（
９
月
１
日（
月
）･

８
日

（
月
）･
16
日（
火
）･

22
日（
月
）を
除
く
）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
参
加

費
を
添
え
て
、
総
合
体
育
館（
☎
283
局

０
６
７
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費
無
料
！

「
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
教
室
」

期
日
▼
９
月
27
日（
土
）、
10
月
４
日（
土
）

時
間
▼
午
前
11
時
～
午
後
０
時
45
分

場
所
▼
笠
松
運
動
公
園
屋
内
水
泳
プ
ー
ル

兼
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場

対
象
▼
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生

定
員
▼
各
先
着
１
０
０
人

９
月
14
日（
日
）の
午
前
10
時
～
11
時

に
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
笠
松
運
動

公
園
屋
内
水
泳
プ
ー
ル
兼
ア
イ
ス
ス

平
成
26
年
度「
航
空
観
閲
式
」に
伴
い
航
空

機
が
周
辺
市
町
村
の
上
空
を
飛
行
し
ま
す

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
隊
記
念
日
行
事

の
一
環
と
し
て
、
平
成
26
年
度「
航
空
観

閲
式
」を
10
月
26
日（
日
）に
航
空
自
衛
隊

百
里
基
地
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

に
伴
う
飛
行
訓
練
の
た
め
、
10
月
上
旬
か

ら
26
日（
日
）ま
で
の
間
、
周
辺
市
町
村
の

上
空
や
海
上
を
航
空
機
が
飛
行
し
ま
す
の

で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
海
村
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

紹
介
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．１

　

東
海
村
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
―
―
第

１
回
目
は
、
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持

つ
山
田
裕
美
さ
ん（
メ
ゾ･

ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
）、
数
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

受
賞
歴
を
持
つ
小
川
瞳
さ
ん（
ピ
ア
ノ
奏

者
）、
各
種
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

受
賞
経
験
を
持
つ
市
村
明
日
美
さ
ん（
フ

ル
ー
ト
奏
者
）が
出
演
し
ま
す
。

日
時
▼
10
月
11
日（
土
） 

午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
１
０
０
０
円
／
人（
高
校
生
以

下
は
５
０
０
円
／
人
）※
全
席
指
定
で
、

未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス

（
１
０
０
０
円
／
人
）を
ご
希
望
の
方

は
、
10
月
４
日（
土
）ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

・

８
月
30
日（
土
）の
午
前
９
時
か

ら
、
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

８
５
１
１
）窓
口
と
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で

入
場
券
を
販
売
し
ま
す
。
残
券
が
あ
る

場
合
の
み
、
同
日
午
後
１
時
か
ら
電
話

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
※
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
に
よ
り
、
販
売
日
時
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ト
場（
２
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
）で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
ス
ケ
ー
ト
連
盟（
☎
０
９
０
‐

８
６
８
５
‐
１
０
５
４
）

そ
の
他

※
東
海
村
上
空
で
の
飛
行
訓
練
は
あ
り
ま

せ
ん
。

航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
渉
外
室（
☎

０
２
９
９
‐
５
２
‐
１
３
３
１
）

受
講
料
無
料
！

「
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
講
習
会
」

　

オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
基
礎
知
識
と
技
能
を
修
得
し
て
、
就
職

を
目
指
す
方
の
た
め
の
講
習
会
で
す
。

期
日
▼
10
月
20
日（
月
）
～
28
日（
火
）（
25

日（
土
）と
26
日（
日
）を
除
く
、全
７
回
）

※
最
終
日
に
求
人
企
業
と
の
面
接
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼
茨
城
県
職
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

（
水
戸
市
水
府
町
８
６
４
‐
４
）

対
象
▼
①
55
歳
以
上
で
就
職
を
希
望
し
て

い
る
②
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録

し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
③
趣
味･

教
養
の
た
め
の
申
し
込

み
で
は
な
い
―
―
を
満
た
す
方 

※
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
員
▼
20
人

・

９
月
30
日（
火
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午

後
４
時
に
、
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
等（
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
）を
添
え
て
、
東
海

村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

３
４
４
６
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、南台、緑ケ丘、押延、
須和間、川根、照沼、豊岡、亀下、フローレスタ須和間 （毎週） 月･木曜日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、長堀寮、外宿１、外宿２、船場、
竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週） 火･金曜日

９月の資源物･ごみ収集日割表 問い合わせ　ごみゼロ推進室（☎282-7289）

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） ２日・16日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 １日・15日

緑ケ丘、南台、豊岡、亀下 ５日・19日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ４日・18日
白方、岡、原子力機構（百塚） ９日・23日
舟石川１、船場 ８日・22日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 12日・26日

舟石川２、舟石川中丸 11日・25日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

１日・８日
15日・22日

船場、照沼 １日・15日
原子力機構（長堀･荒谷台･
箕輪）、須和間、フローレス
タ須和間

２日・９日
16日・23日

緑ケ丘 ２日・16日
白方 ９日・23日

舟石川１、原子力機構（百塚） ３日・10日
17日・24日

宿、押延、岡 ３日・17日

外宿１ 10日・24日

内宿１、亀下 ４日・11日
18日・25日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ４日・18日
竹瓦 11日・25日

舟石川２ ５日・12日
19日・26日

南台、川根 ５日・19日
豊白 12日・26日
※各回収日の午前７時から８時30分まで

に出してください。

資 源 物

燃えるごみ ※祝日の収集も行います。

　

人
は
、
外
か
ら
の

情
報
の
80
パ
ー
セ
ン

ト
近
く
を
視
覚
か
ら

得
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
目
は
、

生
ま
れ
て
か
ら
ど
の

よ
う
に
発
達
し
て
、

見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
？ 

見
え
に
く
い
…
と
い
う
お
子

さ
ん
の
普
段
の
何
げ
な
い
し
ぐ
さ
を

見
逃
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

今
月
は
、

「
子
ど
も
の
視
力
と
目
の
健
康
」に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
視
力
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
？

　

子
ど
も
は
、
生
ま
れ
て
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
物
を
見
る
こ

と
で
、
見
る
力
を
発
達
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
子
ど
も
は
、
光
に
対

し
て
反
応
は
し
ま
す
が
、
ま

だ
視
線
が
定
ま
ら
ず
、
ぼ
ん

や
り
と
見
え
て
い
る
状
態
で

す
。
生
後
２
か
月
に
な
る
と

興
味
の
あ
る
物
を
目
で
追
い

掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

生
後
３
～
４
か
月
で
は
、
視

力
に
す
る
と
０･

０
２
前
後
、

１
歳
の
平
均
視
力
が
お
お
よ

そ
０･

３
、３
歳
で
は
０･

８

と
な
り
、
そ
の
後
６
～
７
歳
く
ら
い
で

物
を
見
る
機
能
が
完
成
し
て
、最
後
は
、

大
人
と
同
じ
１･

０
く
ら
い
の
視
力
に

ま
で
発
達
し
ま
す
。

●
健
康
な
目
を
育
て
る
た
め
に
は
…

　

生
後
２
か
月

ご
ろ
か
ら
視
線

が
安
定
し
て
く

る
こ
と
で
、
ピ

ン
ト
を
合
わ
せ
て
物
を
見
る
、
近
く
の

物
を
見
る
と
き
に
目
を
内
側
に
寄
せ

る
、
動
い
て
い
る
物
を
目
で
追
う
と

い
っ
た
動
き
が
発
達
し
て
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
左
右
の
目
を
同
時
に
使
い
、

頭
の
中
で
一
つ
に
ま
と
め
る「
両
眼
視
」

と
い
う
機
能
が
さ
ら
に
働
き
、
遠
近
感

や
立
体
感
が
徐
々
に
分
か
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

視
覚
は
、
生
後
３
～
６
か
月
ご
ろ
ま

で
は
急
激
に
発
達
し
ま
す
が
、
そ
の
後

６
～
７
歳
く
ら
い
ま
で
は
一
転
し
て
穏

や
か
に
発
達
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
成
長
が
必
要
な
過
程
に
お
い
て
正

常
に
発
達
し
な
け
れ
ば
、
視
覚
が
発
達

す
る
時
期
が
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
に
も

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
健
康
な
目
を
育
て
る
た
め

に
は
、
６
～
７
歳
く
ら
い
ま
で
の
日
常

生
活
の
過
ご
し
方
が
非
常
に
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。
散
歩
を
し
た
り
、
自

然
の
中
で
遊
ん
だ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

の
物
を
見
た
り
、
触
っ
た
り
す
る
こ
と

か
ら
得
ら
れ
る
情
報
が
、
脳
を
刺
激
す

る
こ
と
で
視
神
経
を
発
達
さ
せ
、
見
る

力
を
育
て
ま
す
。
日
常
生
活
で
は
、
お

子
さ
ん
の
目
の
状
態
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
点
に
注
意
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
お
子
さ
ん
の
様
子
で
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
度
、
眼
科
に
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
村
で

は
、
３
歳
児
健
診
の
際
に
、
家
庭
で
で

き
る
目
と
耳
に
関
す
る
検
査
表
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
目
と
耳
に

関
す
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

147

健康な目を育てるためには…

子どもの視力と目の健康

目
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

①
瞳
が
白
く
見
え
た
り
、
黄
緑
色
に

光
っ
て
見
え
る
。

②
極
端
に
テ
レ
ビ
な
ど
に
近
づ
い
て

見
よ
う
と
す
る
。

③
片
目
を
つ
ぶ
っ
て
見
よ
う
と
す
る
。

④
極
端
に
ま
ぶ
し
が
る
。

⑤
頭
を
傾
け
た
り
、
横
目
使
い
で
見

よ
う
と
す
る
。

⑥
目
を
細
め
て
見
よ
う
と
す
る
。

⑦
視
線
が
合
わ
ず
、
ど
こ
を
見
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
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２
０
１
０
年
の
秋
、
村
松
海
岸
で
３
個
の
軽
石
を

発
見
し
ま
し
た
。

軽
石
は
、
火
山
が
噴
火
す
る
と
き
に
、
マ
グ
マ
の

中
の
水
分
や
ガ
ス
が
発
泡
し
て「
カ
ル
メ
焼
き
」の
よ

う
に
多
孔
質
に
な
っ
た
、
ガ
ラ
ス
質
の
大
変
軽
い
岩

石
で
す
。
水
に
浮
く
こ
と
か
ら
浮
石（
ふ
せ
き･

か
る

い
し
）や
、
浮
岩（
ふ
が
ん
）と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
灰

白
色
や
黄
白
色
で
、
黒
色
や
白
色
の
鉱
物
の
粒
を
含

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

村
松
海
岸
で
発
見
し
た
軽
石
と
年
代
は
大
き
く
異

な
り
ま
す
が
、
須
和
間
の
新
川
層
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。“
皮
膚
な
ど
を
こ
す
る
石
”や
、
園
芸
用

の“
鹿
沼
土
”も
軽
石
で
す
。

軽
石
は
火
山
の
造
る
岩
石
で
す

が
、
現
在
の
東
海
村
と
そ
の
周
辺

に
は
、
軽
石
の
起
源（
故
郷
）と
な

る
火
山
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

海
上
保
安
庁
や
気
象
庁
な
ど
の
情

報
と
、
村
松
海
岸
や
村
外
の
海

岸
で
発
見
し
た
軽
石
の
特
徴
を
基

に
、
こ
の
軽
石
が
噴
出
し
た
火
山

を
探
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
東
京
か
ら
南
に

１
３
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
た「
福
徳
岡
ノ
場（
ふ
く
と
く
お
か
の
ば
）」の
海
底

火
山
が
、
候
補
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
２
０
０
５
年･

２
０
０
６
年･

２
０
０
８
年
の
、

い
ず
れ
か
の
噴
火
の
際
に
噴
出
し
た
軽
石
の
一
部

が
、
村
松
海
岸
な
ど
に
漂
着
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
移
動
の
コ
ー
ス
を
推
測
す
る
と「
福
徳

岡
ノ
場
で
噴
出
し
た
軽
石
は
、
黒
潮
反
流
に
乗
っ
て

西
に
移
動
。
沖
縄
近
海
で
本
流
の
黒
潮
に
合
流
、
日

本
列
島
に
沿
っ
て
北
上
、村
松
の
海
岸
な
ど
に
漂
着
」

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
海
面
を
長
距
離
移
動
す
る
軽
石
は
、

時
と
し
て
海
洋
生
物
の“
家
”や“
乗

り
物
”と
な
っ
て
、
そ
の
生
息
場
所

を
広
げ
る
こ
と
に
も
貢
献
し
て
い

ま
す
。

村
松
の
浜
で
発
見
し
た
３
個
の

軽
石
は
、
沖
縄
県
の
西
表
島
と
ほ

ぼ
同
緯
度
に
位
置
す
る
南
の
海
か

ら
、
数
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
旅
の

末
に
た
ど
り
着
い
た
も
の
で
し
た
。

そ
れ
は
ま
た
、
島
崎
藤
村
作「
椰や

し子

の
実
」の
詩
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で

も
あ
り
ま
し
た
。 菊

池
　
芳
文

東
海
村
自
然
調
査
会
調
査
員

ふ
る
さ
と
歴
訪

～
歴
史
を
再
発
見
～

軽
石（
か
る
い
し
） 

‐
村
松
海
岸
に
漂
着
し
た
南
海
の
旅
人
‐

「救急の日」　　 ９月９日（火）
「救急医療週間」 ９月７日（日）～ 13日（土）

　先日、ひたちなか市の公共施設を訪れた男性が突
然倒れた際、施設の係員２人が駆け付け、１人が胸
骨圧迫、もう１人が施設に設置したＡＥＤでショッ
ク１回を行いました。その後も救急隊の到着まで応
急手当てを続けることで、大切な命が救われました。

■「救急イベント」開催！■

■日　時　９月６日（土） 午前10時～午後３時 ※小
雨決行、荒天の場合は中止します。

■場　所　株式会社ヨークベニマルひたちなか店（ひ
たちなか市東石川3614-1）

■内　容　救急･消防自動車展示、ミニ救急講習会等

いざ！というときのために、心肺蘇生法やＡＥＤの使い方を学びましょう！
■「消防署の救命講習会」■

　団体（事業所･サークル等）で
の申し込みのほか、１人でも
受講できる「ウエルカム救急講
習」や、パソコンを使った「Ｗｅ
ｂ講習」もありますので、お気軽に申し込みください。
■申し込み　ひたちなか･東海広域事務組合の各

消防署（東海消防署☎282-2038、笹野消防署☎
271-0119、神敷台消防署☎263-7611、田彦消
防署☎274-0911）

■問い合わせ　ひたちなか･東海広域事務組合消防
本部警防課（☎282-2153）

■勇気ある行動で、大切な命が救われました！■

　　　　　　　　  0　　　1　　　2　　　3　　　4　　　５（㎝）


